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ポツダム市の交通政策と公共交通環境
-その歴史と現況-












の州都で､統一前は 15の県 (Bezirk)のひとつポツダム県 (人口約 111万6000人)の県 (庁所

















受理 :平成 18年 9月 29日
富になっていった｡車両の点でポツダムは二度にわたり世界初を経験する｡
㊥ 1975年 10月9日 旧チェコスロバキア社会主義共和国のKTD4型電動車2両の運行開始

























1)1990年 12月6日以来､ViPという略称を使用する - 後出｡


















いく｡1991年 4月 1日にポツダム交通企業 (Vip)は独立した企業として､この日に設立された
有限会社組織の市企業局 (Stadtwerke)に統合されていった｡
1992年 7月 1日以降､ViPは近隣町村-のバス (Uberlandbus)の運行から撤退し､ポツダム
市内交通のみを管轄することになる｡当時､同企業は従業員 670人を有し､市電の車両は 115､


































8.27 10 19 26.12
5.63 20 17 19.86
13.73 20 39 21.12
8.09 20 23.5 20.67
9.42 20 25 22.60
8.26 20 24.5 20.23




























券ポツダムAB/BC (一回乗車券) 1.60/1.50 1.20/
1.10ポツダムABC (同) 2.3
0 1.70ポツダムAB/BC (一日乗車券) 3.70/3.50
2.80/2.60ポツダムABC (


















客数の増加によるものではない｡2001年 - 27,400,000人 2004
年 - 24,300,000人また､運賃収入の推移は次のように
なっている｡(単位はユーロ)2001年 - ll,109,000 200
2年 - 10,539,0002003年 - 10,463,000 200















あ と が き
現地調査は2004年の8月と2005年の9月に行った｡その際､ポツダム交通有限会社の交通部
長ベルント･ミヒアエル ･ラーピッシュ氏と業務部長マルテイン･グリー スナ-氏から資料の提
供を受けた｡書物は Machel/Glinther:PotsdamerNahverkehr - StraBenbahnundObusin
BrandenburgsLandeshauptstadt(GeraMond,1999)とポツダム市交通局の季刊冊子｢Quartett｣誌
を主として参照している｡
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